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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)

【公表番号】特表2010-516223(P2010-516223A)
【公表日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2010-019
【出願番号】特願2009-545044(P2009-545044)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   3/155    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ   3/155   　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月14日(2010.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力コンバータであって、
　２つの入力端子（Ｖｉｎ，０Ｖ）と、
　２つの出力端子（Ｖｏｕｔ，０Ｖ）と、
　前記２つの出力端子の間に結合された出力キャパシタ（１６）と、
　前記入力および出力端子間の直列の経路に設けられた第１のインダクタ（１０）と、
　制御信号（Ｇ）によって制御されるスイッチ（１２）と、
　ダイオード（１４）とを備え、
　前記入力端子に供給される入力電圧から、前記出力端子に出力電圧を生成するために、
降圧または昇圧構成となるように接続され、
　前記コンバータは、
　前記スイッチおよび前記第１のダイオードと直列の経路に設けられた第２のインダクタ
（２０）と、
　直列接続された抵抗（２２）および第２のダイオード（２４）とをさらに備え、
　前記直列接続された抵抗および第２のダイオードが、前記第２のインダクタに並列に設
けられることを特徴とする、電力コンバータ。
【請求項２】
　前記電力コンバータは、昇圧構成を有し、
　前記第１のインダクタおよび前記スイッチは、前記２つの入力端子間に直列に結合され
、
　前記第１のダイオードは、前記入力および出力端子間の前記直列の経路に設けられる、
請求項１に記載の電力コンバータ。
【請求項３】
　前記第２のインダクタは、前記入力および出力端子間の前記直列の経路の前記第１のダ
イオードに直列に設けられる、請求項２に記載の電力コンバータ。
【請求項４】
　前記第２のインダクタは、前記コンバータのシャント経路の前記スイッチと直列に設け
られる、請求項２に記載の電力コンバータ。
【請求項５】
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　前記電力コンバータは、降圧構成を有し、
　前記第１のインダクタおよび前記スイッチは、前記２つの出力端子間に直列に結合され
、
　前記スイッチは、前記入力および出力端子間の前記直列の経路に設けられる、請求項１
に記載の電力コンバータ。
【請求項６】
　前記第２のインダクタは、前記入力および出力端子間の前記直列の経路の前記スイッチ
と直列に設けられる、請求項５に記載の電力コンバータ。
【請求項７】
　前記第２のインダクタは、前記コンバータのシャント経路の前記ダイオードと直列に設
けられる、請求項５に記載の電力コンバータ。
【請求項８】
　前記第１のダイオードに並列に接続されたキャパシタ（２８）を含む、請求項１～７の
いずれか１項に記載の電力コンバータ。
【請求項９】
　前記抵抗または前記第２のダイオードに直列の前記第１のダイオードに、並列に接続さ
れたキャパシタ（２８）を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の電力コンバータ。
【請求項１０】
　前記抵抗に並列に接続されたキャパシタ（９０）を含む、請求項１～７のいずれか１項
に記載の電力コンバータ。
【請求項１１】
　前記第１のダイオードに並列に接続されたキャパシタ（２８）と、
　前記抵抗に並列に接続されたキャパシタ（９０）とを含む、請求項１～７のいずれか１
項に記載の電力コンバータ。
【請求項１２】
　前記第２のインダクタは、前記第１のインダクタのインダクタンスよりも、ずっと小さ
いインダクタンスを有する、請求項１～７のいずれか１項に記載の電力コンバータ。
【請求項１３】
　回路配列であって、
　前記回路配列の動作中に、電流が流れる第１のインダクタ（１０）と、
　制御信号（Ｇ）の制御により、開放され、または閉じられるように構成されたスイッチ
（１２）とを備え、
　前記スイッチは、前記スイッチが閉じられたときに、前記第１のインダクタの電流を導
通するように構成され、
　前記回路配列は、
　前記スイッチが開放されたときには、前記インダクタの電流を導通するために順バイア
スがかけられ、前記スイッチが閉じられたときには、逆バイアスがかけられるように構成
された第１のダイオード（１４）と、
　前記第１のインダクタのインダクタンスよりもずっと小さいインダクタンスを有し、前
記スイッチおよび前記第１のダイオードに直列の経路に設けられる、第２のインダクタ（
２０）と、
　抵抗（２２）と前記抵抗に直列に接続された第２のダイオード（２４）とをさらに備え
、
　前記直列接続された抵抗および第２のダイオードは、第２のインダクタに並列に接続さ
れることを特徴とする、回路配列。
【請求項１４】
　前記第１のダイオード、または、前記抵抗あるいは前記第２のダイオードに直列に設け
られた前記第１のダイオードに、並列に接続されたキャパシタ（２８）を含む、請求項１
３に記載の回路配列。
【請求項１５】
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　入力および出力端子と、
　前記入力端子を前記スイッチに結合する前記第１のインダクタと、
　前記第１のインダクタおよび前記スイッチの間の接続点を前記出力端子へ結合する前記
第１のダイオードとを有し、
　昇圧コンバータを形成する、請求項１３または１４に記載の回路配置。
【請求項１６】
　入力および出力端子と、
　前記出力端子を前記第１のダイオードに結合する第１のインダクタと、
　前記第１のインダクタおよび前記第１のダイオードの間の接続点を前記入力端子に結合
する前記スイッチとを有し、
　降圧コンバータを形成する、請求項１３または１４に記載の回路配置。
【請求項１７】
　　前記第２のインダクタは、前記第１のインダクタよりずっと小さいインダクタンスを
有する、請求項１３または１４に記載の回路配置。
【請求項１８】
　電力コンバータであって、
　３つの端子と、
　制御信号によって制御されるスイッチと、
　前記３つの端子のうちの２つの間の経路において前記スイッチに結合された第１のダイ
オードと、
　前記スイッチと前記第１のダイオードとの間の接続点を前記３つの端子のうちの残りに
結合する第１のインダクタと、
　前記スイッチおよび前記第１のダイオードのうち１つを備えた経路において結合された
回路とを備え、前記回路は、第２のインダクタと、第２のダイオードと、前記第２のダイ
オードに結合された抵抗とを含み、前記抵抗と前記第２のダイオードとは、前記第２のイ
ンダクタの両端の経路において結合されており、
　前記第１のダイオードの両端に、または前記第１のダイオードが前記第２のダイオード
に結合される経路の両端に、または前記第１のダイオードが前記抵抗に結合される経路の
両端に結合されたキャパシタをさらに備える、電力コンバータ。
【請求項１９】
　前記３つの端子は、入力端子と、電圧基準端子と、出力端子とを含み、
　前記３つの端子のうちの２つの間の前記経路は、前記電圧基準端子と前記出力端子との
間の経路を含み、
　前記第１のインダクタは、前記入力端子に結合されており、
　前記電力コンバータの昇圧構成を提供する、請求項１８に記載の電力コンバータ。
【請求項２０】
　前記回路と前記第１のダイオードとは、前記スイッチと前記出力端子との間の経路にお
いて結合される、請求項１９に記載の電力コンバータ。
【請求項２１】
　前記回路と前記スイッチとは、前記電圧基準端子と前記第１のダイオードとの間の経路
において結合される、請求項１９に記載の電力コンバータ。
【請求項２２】
　前記出力端子と前記電圧基準端子との間に結合された出力キャパシタをさらに備える、
請求項１９に記載の電力コンバータ。
【請求項２３】
　前記三つの端子は、入力端子と、電圧基準端子と、出力端子とを含み、
　前記３つの端子のうちの２つの間の前記経路は、前記出力端子と前記電圧基準端子との
間の経路を含み、
　前記第１のインダクタは、前記出力端子に結合されており、
　前記電力コンバータの降圧構成を提供する、請求項１８に記載の電力コンバータ。
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【請求項２４】
　前記回路と前記スイッチとは、前記入力端子と前記第１のダイオードとの間の経路にお
いて結合される、請求項２３に記載の電力コンバータ。
【請求項２５】
　前記回路と前記第１のダイオードとは、前記スイッチと前記電圧基準端子との間の経路
において結合される、請求項２３に記載の電力コンバータ。
【請求項２６】
　前記出力端子と前記電圧基準端子との間に結合された出力キャパシタをさらに備える、
請求項２３に記載の電力コンバータ。
【請求項２７】
　昇圧コンバータであって、
　電圧基準端子と、
　前記電圧基準端子に対する入力電圧を受ける入力端子と、
　前記電圧基準端子に対する出力電圧を提供する出力端子と、
　制御信号によって制御されるスイッチと、
　前記出力端子と前記電圧基準端子との間の経路において前記スイッチに結合された第１
のダイオードと、
　第１および第２のスイッチ間の接続点を前記入力端子に結合する第１のインダクタと、
　前記スイッチおよび前記第１のダイオードのうち１つを備えた経路において結合された
回路とを備え、前記回路は、第２のインダクタと、第２のダイオードと、前記第２のダイ
オードに結合された抵抗とを含み、前記抵抗と前記第２のダイオードとは、前記第２のイ
ンダクタの両端の経路において結合されており、
　前記第１のダイオードの両端に、または前記第１のダイオードが前記第２のダイオード
に結合される経路の両端に、または前記第１のダイオードが前記抵抗に結合される経路の
両端に結合されたキャパシタをさらに備える、昇圧コンバータ。
【請求項２８】
　前記回路と前記第１のダイオードとは、前記出力端子と前記スイッチとの間の経路にお
いて結合される、請求項２７に記載の昇圧コンバータ。
【請求項２９】
　前記回路と前記スイッチとは、前記電圧基準端子と前記第１のダイオードとの間の経路
において結合される、請求項２７に記載の昇圧コンバータ。
【請求項３０】
　前記キャパシタは、前記第１のダイオードの両端に結合されており、
　前記コンバータは、前記抵抗の両端に結合されたもう１つのキャパシタをさらに含む、
請求項２７に記載の昇圧コンバータ。
【請求項３１】
　前記出力端子と前記電圧基準端子との間に結合された出力キャパシタをさらに備える、
請求項２７に記載の昇圧コンバータ。
【請求項３２】
　降圧コンバータであって、
　電圧基準端子と、
　前記電圧基準端子に対する入力電圧を受ける入力端子と、
　前記電圧基準端子に対する出力電圧を提供する出力端子と、
　第１のダイオードと、
　前記入力端子と前記電圧基準端子との間の経路において前記第１のダイオードに結合さ
れた制御スイッチと、
　前記スイッチと前記第１のダイオードとの間の接続点を前記出力端子に結合する第１の
インダクタと、
　前記スイッチおよび前記第１のダイオードのうち１つを備えた経路において結合された
回路とを備え、前記回路は、第２のインダクタと、第２のダイオードと、前記第２のダイ



(5) JP 2010-516223 A5 2011.2.10

オードに結合された抵抗とを含み、前記抵抗と前記第２のダイオードとは、前記第２のイ
ンダクタの両端の経路において結合されており、
　前記第１のダイオードの両端に、または前記第１のダイオードが前記第２のダイオード
に結合される経路の両端に、または前記第１のダイオードが前記抵抗に結合される経路の
両端に結合されたキャパシタをさらに備える、降圧コンバータ。
【請求項３３】
　前記スイッチと前記回路とは、前記入力端子と前記第１のダイオードとの間の経路にお
いて結合される、請求項３２に記載の降圧コンバータ。
【請求項３４】
　前記第１のダイオードと前記回路とは、前記スイッチと前記電圧基準端子との間の経路
において結合される、請求項３２に記載の降圧コンバータ。
【請求項３５】
　前記キャパシタは、前記第１のダイオードの両端に結合されており、
　前記コンバータは、前記抵抗の両端に結合されたもう１つのキャパシタをさらに含む、
請求項３２に記載の降圧コンバータ。
【請求項３６】
　前記出力端子と前記電圧基準端子との間に結合された出力キャパシタをさらに備える、
請求項２７に記載の昇圧コンバータ。
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